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１ はじめに 

仏語には鼻母音という音素がある.日本語には子

音環境による鼻音化母音はあるが音素としての鼻母

音はない.それゆえ,日本人学習者にとって上級者に

なっても知覚・生成ともに難しい音であると言われ

ているが, その性質はあまりよく知られていない. 
また, 日本人の仏語学習者においてはもちろんの

こと, 仏語母語話者においても, 仏語鼻母音と対応

する口腔母音の弁別において音響的にどんな要素が

効いているか調べた先行研究はほとんどない[1] [2] 
[3]. 

本発表では、河原英紀氏の STRAIGHT を使って、

対応する口腔母音から鼻母音へ連続的に変化させた

音声刺激を作り, 母語話者が仏語鼻母音と対応する

口腔母音との間でカテゴリー知覚を行っているかど

うか, また、もし行っているのならばどのように行

っているか.さらに、日本人学習者はどのように聴い

ているかについて検討する. 

 

Fig. 1 母語話者の（細線）と鼻母音

（太線）のスペクトル 対応させた基準点を 

点線で表示した. 

２ 実験１ 

2.1 実験方法 
仏語母語話者（男性 1 名）が発声した仏語３鼻母

音  と 対 応 す る 口 腔 母 音  を

STRAIGHT を使って, 対応する口腔母音から鼻母音

へ連続的に変化させた音声刺激を作成した.刺激番

号は口腔母音 000 から鼻母音 100 まであり, 今回は

偶数番号 50 個を使用した.それらを仏語母語話者 1
名に各音 5 回ずつ聴かせてカテゴリー知覚の実験を

した. 
刺激音の作成に関しては STRAIGHT 分析に基づ

く音声モーフィングを使用した [4].その際、各母音

の音源情報, スペクトルの位置情報, スペクトルの

レベルについて, すべて連続的に変化させた.スペク

トルの基準点を選択する際、Fig. 1 のように対応す

る口腔母音、鼻母音を同時に表示し, 両者の対応関

係を目視で確認しながら、スペクトルの山、谷に対

応する点を選んだ. 
 

2.2 実験結果 
実験結果はFig.2に示す.特にとにおいて一部

反対の音に聴いているところもあるが、ほぼ刺激番

号の中央から解答が分かれた. 
 

2.3 考察 
グラフ全体から見ると、ほぼカテゴリー知覚をし

ているのではないかと思われる.反対の音に聴いて

いるところは、口腔母音, 鼻母音各ペアごとに音声

モーフィングの際に Fig. 1 に示すような点が違うの

でそれが効いているのではないかとも思われる.
とはパワーの違いが主であったのに対してと
とはフォルマントの移動が顕著に見られ

た

３ 実験２ 

3.1 実験方法 
実験１で使った音声刺激を日本人仏語学習者に聴

かせた.被験者は仏語学習歴 10 ヶ月の大学生である.
仏語鼻母音の知覚トレーニングを行ったグループ

（17 名）とコントロールのグループ（14 名）に分け

て行った.使用した刺激は（1 話者×3 鼻母音×50 個

×1 回）, 各刺激の結果をグループごとに合計し平均

を出した. 
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Fig. 2 母語話者の知覚実験の結果 左からの順 
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Fig. 3 学習者の知覚実験の結果 左からの順 マーカー付が知覚トレーニング実施グループ 
 

3.2 実験結果 

実験結果は Fig. 3 に示す.実験１の母語話者の結果

と比較すると, 被験者の平均のグラフでは, ほとん

ど弁別はできていないように思われる.だだし、知覚

トレーニング実施グループの方が, コントロールの

グループよりもグラフの傾きが多少急であった.ま
た, 個人の結果においては知覚トレーニング実施グ

ループでは, 弁別している被験者が全体の３分の２

程度いたが, その被験者の結果では母語話者の結果

よりもグラフ中央の傾きがゆるやかだった.また, 全
く逆に解答している被験者が３分の１ほどいた.こ
れらは違いが分かっているが同定ができなかったも

のと思われる. 
 

3.3 考察 
知覚トレーニングの効果がある程度見られた . 

被験者ごとの習熟度によりカテゴリー知覚にも差が

見られた.また、全く逆に解答している例は, 今回の

刺激音が１回ずつだったのが結果に影響している可

能性もある.複数回聴くことによって逆であること

に気がつく可能性もあるだろう. 

４ まとめ 

本実験では仏語鼻母音のカテゴリー知覚について

調べた.母語話者はほぼカテゴリー知覚をしている

だろうと予測されるが、学習者の結果はばらつきが

あり, ２音の移行間が母語話者より長いことが観察

された.母語話者のグラフの揺れが各母音のペアご

とに違う点が, それぞれのペア弁別の決め手になっ

ている可能性が強い.今後は, その点について詳細を

調べていきたい. 
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